




要約:本年度の研究では発達的観点から見た望ましい療育相談の在り方について提案する

ための資料として、現在までの健診態勢、および、近い将来予定されている母子保健法改

正後の健診態勢の現況を分析し、批判的検討を行った。発達障害の中でも知的発達、社会

性発達、情緒発達、言語発達などの障害に焦点を当て、これら障害の早期発見・早期療育

(介入)のための健診態勢のもつ問題点を明らかにした。


